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（1882）1 月 30 日および 31 日の両日，音楽取調掛
の成績報告のための大演習が東京師範学校の昌平館
で開催されており，31 日に東京女子師範学校付属
小学校生徒 143 名が唱歌斉唱として「蝶々」を L.
W. メーソンのピアノ伴奏で歌っている2）．
　「小学唱歌集初編」が明治 14 年 11 月に刊行され
たと上述したが，この初編の奥付には明治 14 年 11
月刊行となっているものの，実際に印刷されたのは
















































よれば，19 世紀から 20 世紀初頭のアメリカでは，
この原曲についてスペイン民謡説とドイツ民謡説が
あったとされる．ボストンの L.W. メーソン宅で伊
































































































































































































を考慮して平成 29 年 5 月を設定し，A園は 5月 9
日および 15 日，16 日の 3日間，B園は 5月 18 日，






















































































































































































32 名，合計 36 名から得た．回答者の年代層は，20
代が 16名，30代 11名，40代 8名，50代 1名である．
（２）調査の手続き
　無記名による回答で，調査実施時期は 5歳児を対




































項　目 A園 B園 C園 合計
よく歌う 1 7 8 16
時々歌う 4 5 8 17
どちらかと言えば歌
わない
2 1 0  3
全然歌わない 0 0 0  0
（単位 : 名）
表３　教材としている理由
項　目 A園 B園 C園 合計
よく知られている歌
だから
2  6  9 17
子どもたちにとって
覚えやすい歌である
1  5  2  8
子どもたちにとって
歌いやすい歌である
0  2  5  7
季節の歌としてふさ
わしい
4 11 15 30
教材曲として設定し
ている
0  2  2  4






























































項　目 A園 B園 C園 合計
子どもたちは問題な
く歌っている
4 6 6 16
子どもたちにとって
違和感はない
3 5 5 13
子どもたちは愛唱し
ている
0 4 4  8
日常的に歌っている 0 8 3 11
文語体部分の歌詞が
正確に歌えていない
1 5 3  9
歌詞を覚えていない 1 0 1  2
メロディのみ認知し
ている
2 3 2  7
文語体の歌詞を質問
する
1 0 1  2
（単位：名）
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ちが文語体の歌詞の部分を正確に歌えていないとす
る回答も見られたが，子どもたちへの聞き取り調査
において，C園では子どもたちは正確に歌唱してい
た．この背景は，4月下旬より，子どもたちが園の
近くに散歩に出かけ，ちょうちょを発見し，その後
の保育において「蝶々」の歌唱活動を行なっていた．
最初は子どもたちが自由に歌詞を歌っていたが，保
育室の壁に歌詞カードを貼り，毎日保育者と歌唱し
ていた．さらに，Ｃ園では「蝶々」が歌唱教材とし
て設定してあり，子どもたちも歌詞を見ながら保育
の中で歌唱をしていた．したがって，Ｃ園の調査結
果から，教材設定と子どもたちの歌唱に明らかな因
果関係が認められる．また，調査時期が子どもたち
の歌唱活動直後であったことが調査結果として示さ
れている．
　Ｂ園においても「蝶々」は歌唱教材として設定さ
れていた．そして蝶々がなのはな，さくらに止まる
様子が正確な歌詞ではないものの子どもたちにイ
メージされながら子どもたちに表現されていた．
　Ａ園では，歌唱教材として設定されていないこと
が今回の子どもたちの聞き取り調査の結果に表れて
いる．一方で「なのはにとまれ」の部分まで歌唱す
る子どもも観察され，最初の 2小節のフレーズを歌
唱する子どもも全体のおよそ半分いることから，5
歳以前に何らかの歌唱経験があることが考えられ
る．しかし，「蝶々」の歌唱活動を行なっていない
とする報告を園側から受けており，今回の調査結果
で示されるように子どもたちの「蝶々」の歌唱実態
としては認められなかった．
　このように，歌唱教材としての設定および保育現
場における歌唱活動の方法が子どもの歌唱実態と関
連することは明らかである．つまり，歌唱教材とし
て設定されていることによって，子どもたちがわが
国で最初の唱歌の一つである「蝶々」を今日でも歌っ
ていると言えよう．A園では歌唱教材として設定
されておらず，今回の聞き取り調査では子どもの歌
唱実態は確認できなかった．また，保育者の質問紙
調査結果においても，A園では子どもが日常的に
歌っている，あるいは愛唱していると回答されてお
らず，歌唱教材としての有無によって子どもたちの
歌唱実態につながることは明らかである．言い換え
れば，歌唱教材として設定することによって，今後
「蝶々」が歌い継がれる可能性がある．
　そして今回，保育者を対象とした質問紙調査では
文語体であるという断定的表現を用いて質問項目を
設定した．調査結果では，歌詞に対する疑問を 3割
の保育者が持っており，伝統的な歌唱教材であるか
らという認識が優先されていた．そして，季節にふ
さわしい歌として捉えられ，さらにはこれからも受
け継ぎたいという明確な意思が示されている．
　また，命令形による強い指示語である歌詞，さら
には俗語とも言える歌詞は子どもにとって難解であ
り，今日の子どもたちがいわゆる「唱歌」に対して
抵抗感を持つことを予測したが，C園の調査結果か
らはそのような実態は観察できなかった．これは
「蝶々」が誕生した時代では教訓的な内容が意図さ
れた教材であったものの今日では「蝶々」という子
どもたちの身近な素材を題材にした教材，季節の歌
として捉えられているからであると考える．
　今回，「蝶々」の歌詞に着目して 5歳児の歌唱調
査を実施した．そして，教材設定がなされている保
育現場の子どもたちによって「蝶々」は歌い継がれ
ていた．つまり，文語体や現代の子どもたちにとっ
て親しみのない歌詞を私たちがどのように受け止
め，どのように教材として捉えていくのかを考える
ことによってこれらの伝統的唱歌を今後も継承する
ことができるのではなかろうか．これら唱歌，さら
にはわが国の児童文化史上において誕生した子ども
の歌への歌唱教材としての意識を明確に持つことが
大切であることを強調したい．保育現場におけるこ
れらの歌唱教材に対する認識を明確にもつことで，
これら唱歌の継承ができると考える．
　わが国で最初の唱歌の一つである「蝶々」は，「小
学唱歌集初編」での誕生から 1世紀以上経過した今
日において，外国曲が原曲であるもののすでに日本
の歌として定着していると言えよう．これらの歌唱
「蝶々」の今日的様相
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教材が将来どのように継承されていくのか，歌唱教
材として設定された場合の子どもの歌唱実態をふま
え，これら唱歌をどのように捉えていくのか考えな
ければならない．
６ ．今後の課題
　「蝶々」は，今日の子どもたちには聞きなれない
歌詞である反面，「ちょうちょ」という子どもたち
の身近な素材，わらべ歌にも採集される子どもたち
の生活感情を取り入れた歌詞内容，シンプルなリズ
ム，そして何よりも讃美歌と関連した旋律であるこ
とが子どもに歌いやすい要因となっていることが考
えられる．しかし今回の調査では，聞きなれない歌
詞であるから子どもたちが歌わないという結論には
至らなかった．歌唱教材としての設定と子どもの歌
唱行動が密接に関連していたのである．
　また，保育学生たちが歌詞を再現できないのは，
幼児期に保育者と一緒に歌唱活動を行ったとして
も，命令口調である歌詞のスタイルは他に例がなく．
旋律だけは明確に記憶されていながら，今日使用し
ない，あるいは親しみのない歌詞であることによっ
て再現できないと考えられる．
　「蝶々」が誕生した時代背景による歌詞だけの要
因だけでは子どもが歌わないとする関連性は見いだ
せなかった．しかし，「蝶々」が将来，どのように
歌い継がれていくのか，これら唱歌をどのように発
展させていくのかについてあらためて考える必要が
あり，唱歌への明確な意思が求められる．
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